
一般社団法人和歌山県作業療法士会2023

認知症に関する活動計画（概要）

和歌山県士会は認知症支援委員会を設置し、現在10名の委員で活動している。
2022年度は、「認知症ケアに携わる専門職のリハビリテーション研修会」をオンライ

ンにて8回行い合計1,389名（平均174名）の参加を得た（下図）。2023年度も同研修会
を企画し、オンラインにて開催中である。本研修は、認知症支援における「普及啓発」
を目的とし、作業療法士のみならず他の専門職、自治体職員等も参加できる内容として
いる。現在第2回目までが終了し延べ150名の参加を得た。
これに加え、今年度は「研究法の基礎研修会-認知症研修を題材として-」を開催し、

研究法の基礎を学び、学会発表や論文投稿をにつなげることを目指している。

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

2022年度は、JR和歌山駅前での街頭活動に県士会員を5名派遣した。2023年度は、JR
和歌山駅前での街頭活動に県士会員を3名を派遣予定である。2023年度は県内各所での
オレンジライトアップおよび、9月17日に開催されるアルツハイマー・デー記念講演会
の運営協力に県士会員の派遣を行う予定である。

認知症の人と家族の会との連携事業

2022年度は、「和歌山市認知症初期集中支援チーム検討会」に1名（1回）、認知症サ
ポーター養成講座に4名（9回）、県の認知症予防施策に3名（6回）、県士会員を派遣し
た。2023年度は、「和歌山市認知症初期集中支援チーム検討会」に1名（1回），認知症
サポーター養成講座4名（10回）、認知症予防事業10名（12回）、認知症カフェ3名（6
回）、地域サロンに県士会員を派遣する予定である。

介護予防・日常生活支援総合事業

認知症の人と家族の会和歌山県支部には県士会員が3名世話人として所属しており、
定例会や月1回の交流会、各啓発事業等の運営協力を行なっている。2022年度は、同相
談業務への県士会員1名（2回）の派遣、認知症介護家族支援事業及び若年性認知症対策
支援事業の講演会の運営協力に県士会員1名の派遣を行った。

図 2022年度認知症ケアに携わる専門職のリハビリテーション研修会
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02/16 上江洲聖先生：ADOCを用いた

認知症高齢者の意思決定と目標設定

01/24 田住秀之先生：認知症の予防

事業におけるOTの役割

12/01 村島久美子先生：認知症初期

集中支援事業におけるOTの役割

11/22 伊藤篤史先生：若年性認知症

の理解とリハビリテーション

10/26 中村貴志先生：認知症の人の

転倒と介護予防

09/13 山口智晴先生：軽度認知障害

（MCI）に対する早期支援

08/24 村田伸先生：地域在住高齢者

を支えるフレイル対策

07/21 上城憲司先生：認知症の人の

BPSD対策と家族支援
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